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∞型

左右のバランス

目的と手法をセットにして学んでいく授業
数学に基づく意味理解と手法をセットにして学
んでいく授業



地方の経済活性化のため，太郎さんと花子さんは観光客の消費
に着目し，その拡大に向けて基礎的な情報を整理することにした。

「観光客数が多い方が，消費総額が多いに決まっている。」
「本当かな。そのような傾向があるかを簡単に調べるには，どうしたらいいだろう。」



「夏と冬で違いがあるのかな。」
「散布図を見ただけではなんとも言えないなあ。」
「数値で違いを表せないかな。」



「ばらつきの違いを数値で表したい。」

「全体の傾向から『外れている』とする基準を決めたい」



「どんな仮説が考えられるかな？」



•目的（地方の経済活性化）に基づいて，多項目のデータを分析

• その過程で手法を考案・考察



問 題 より遠くへ跳ぶには？

めあて 記録を伸ばすために、課題やアドバイスを伝え改善しよう。

まとめ

問 題 もっと跳べるようになりたい。そのために，お互いに，
課題やアドバイスを伝え改善しよう。

めあて どんな点に注目してアドバイスを考えるとよいだろうか。

まとめ

「めあて」



「めあて」

問 題 ５－（－２）の答えはいくつだろう。

めあて 計算の方法を考えよう。

「ほかのときも使える方法かな？」

「かんたんにできる方法かな？」

まとめ （計算の方法の説明）

より高次の学びへ誘う
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